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地域に根づく自主活動
西小倉コミュニティセンターの利用状況から

利
用
者
２
万
人
を
超
す

　
本
市
で
初
の
本
格
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
「
西
小
倉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
、
昨
年
の
五
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て

八
ヵ
月
を
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
域
の
活
動
や
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
占
用
使
用
は
、
千
件
以
上
を
数
え
、
利
用
者
数
も
二
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
主
体
の
西
小
倉
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
に
よ
る
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

新
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
着
々
と
地
歩
を
固
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
程
ま
と
め
た
六
十
三
年
五

月
か
ら
千
月
ま
で
半
年
間
の
西
小

一
暇
暇
い
郷
融

▲交流ロビーは、いつも地域の人たちでいっぱ＼.

数
で
千
二
百
五
十
七
件
、
利
用
者

数
は
二
万
エ
〈
百
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
利
用
状
況
の
内
訳
は
、
茶
道
・

生
け
花
・
民
諸
・
ダ
ン
ス
な
ど
の

サ
ー
ク
ル
活
動
を
中
心
と
す
る
文

化
関
係
の
利
用
件
数
が
最
も
多
く

七
百
五
十
五
件
で
全
体
の
六
〇
％
、

利
用
人
数
も
八
千
四
百
四
十
四
人

で
四
〇
％
｀
占
め
て
い
未
丁
。

　
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
の
核
と
な
る
西
小
倉
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
必
］
や

各
町
内
会
・
自
治
葵
呂
・
民
生

委
員
協
議
会
・
喜
老
会
・
子
供
会

な
ど
の
会
議
や
集
会
の
利
用
件
数

は
二
百
五
十
五
件
で
二
〇
％
、
利

甲
ハ
数
は
六
千
二
十
七
ｒ
ハ
で
二
八

％
と
高
い
率
公
不
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
外
に
は
、
地
区
社
協
の
福

祉
活
動
な
ど
に
も
多
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ

ー
は
、
交
流
ロ
ビ
ー
や
集
会
室
、
料

理
教
室
と
併
用
出
来
る
会
議
室
、

防
音
構
造
の
会
議
室
、
二
つ
の
和

室
な
ど
多
目
的
・
機
能
的
な
設
備

を
備
え
、
人
間
性
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
″
Ｉ
形
成
の
拠
点
と
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ご
利
用
に
際
し
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
（
容
＠

7
5
1
0
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ご利用ください

　行政サービスコーナー

　西小倉・木幡に設置
　
市
で
は
、
市
民
課
窓
口
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
西
小
倉

　
（
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）
と
木
幡
（
木
幡
公
民

館
内
）
の
二
ヵ
所
に
「
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
ｍ
し

て
い
ま
す
。

　
業
務
内
容
は
、
市
民
課
で
取

り
扱
っ
て
い
る
次
の
項
目
の
諸

証
明
な
ど
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
取
り
扱
い
業
務
〉

　
▽
住
民
票
謄
抄
本
▽
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書
▽
戸
籍
謄
抄

本
▽
戸
籍
の
附
票
▽
除
籍
・
原

戸
籍
謄
抄
本
▽
身
分
証
明
▽
外

国
人
登
録
済
証
明
書
▽
印
鑑
登

録
証
明
書
▽
受
理
証
明
書
▽
届

出
書
記
載
事
項
証
明
書
▽
死
亡

診
断
書
の
写
し
▽
埋
火
葬
許
可

証
明
書
。

　
な
お
、
次
の
業
務

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

市
役
所
市
民
課
窓
口

ま
で
ご
来
庁
鴛

　
▼
転
入
・
転
出
・
転

居
な
ど
の
住
民
異
動

届
▼
印
鑑
登
録
▼
婚

姻
届
・
離
婚
届
・
出
生

届
・
死
亡
届
な
ど
の

戸
籍
届
▼
外
国
人
登

ト
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
…
…

コ
ミ
セ
ン
行
事
レ
ポ
ー
ト

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー
牽
目
主
運
営
し
、
事
業

の
企
画
な
μ
石
し
て
い
る
西
小
倉
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

″
推
進
協
議
心
一
で
は
、
開
館
以
来
、
各
種
会
議
や
文
化

活
動
、
福
祉
活
動
の
外
、
様
々
な
催
し
を
行
っ
て
来

ま
し
た
。
七
月
に
は
、
ち
び
っ
子
や
大
人
た
ち
二
千

三
百
人
が
交
流
を
深
め
た
「
七
夕
ま
つ
り
」
、
夏
休

み
に
入
っ
た
八
月
に
は
、
館
外
へ
「
植
物
採
き
、
そ

し
て
九
月
は
「
敬
老
の
集
い
」
、
十
一
月
に
は
、
こ

の
間
の
文
化
活
動
の
成
果
を
一
堂
に
集
め
「
コ
ミ
セ

ン
文
化
Ｆ
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

‘
Ｐ
力
作
ぞ
ろ
い
の
文
化
祭
（
6
3
年
1
1
月
1
3
日
）

ｙ

Ｆ

　
コ
ミ
セ
ン
が
出
来
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
特
に
足

の
弱
い
老
人
や
一
人
暮
｛
ｐ
し
の
老
人
に
と
っ
て
は
、

家
の
近
ぐ
で
大
勢
の
人
と
交
流
出
来
る
の
が
、
何

よ
り
も
シ
れ
し
い
の
で
は
。
地
域
の
小
さ
な
届
ｙ

が
、
大
き
な
妬
た
育
つ
ぷ
つ
期
待
し
て
い
未
了
。　小倉町西浦

蒲池清太さん

　　　　(15歳

録
▼
そ
の
外
の
受
付

・
証
明
業
務
。

゜冷却Q城ﾆ）

至黄県
京阪木幡駅

西
木
暗
中

ニコ

膠勿

木幡公民館

943

北小倉小学校６年

　河本康次くん(左)

　川中昭市くん(右)

　
「
七
夕
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
、

短
冊
に
ぶ
ん
な
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ぶ
フ
ド
と

母
蚤
し
た
。
行
っ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
大
勢
の
人

が
来
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
外
で
遊
ほ
う
と

思
っ
て
も
、
模
擬
店
で
何
か
買
お
ジ
と
思
っ
て
も
、

人
が
多
す
ぎ
て
出
来
な
か
っ
だ
け
れ
ど
、
に
ぎ
や
か

で
楽
し
か
っ
た
で
ず
。
も
う
少
し
広
い
か
、
道
路
を

歩
行
者
天
国

み
た
い
に
し

て
も
ら
え
た

ら
な
あ
と
思

い
ま
す
。

　
西
小
倉
コ

ミ
セ
ン
が
出

来
て
か
ら
、

折
で
の
友
だ

ち
と
い
ろ
ん

な
行
事
に
参

加
出
来
て
う

Ｉ
に
ぎ
わ
う
七
夕
ま
っ
り
（
６
３
年
７
月
―
日
）
　
れ
し
い
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　
基
本
設
計
委
託
料
な
ど
に

２
億
３
６
２
万
円
を
計
上

　
宇
治
市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
本
年

一
月
二
十
七
日
ま
で
、
三
十
六
日

間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
一
般
質
問
は
、
一
月
十
二
・
十

三
・
十
七
日
の
三
日
問
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

（
第
三
・
四
号
）
と
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
案
な
芦
午
五
議
案
が
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、

二
億
三
百
六
十
二
万
九
千
円
で
、

こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
予
算
総
額

は
二
百
九
十
四
億
五
千
二
百
十
二

万
四
千
円
と
な
り
ま
す
。
今
回
の

補
正
は
、
将
来
奎
汲
望
し
た
町
。
つ

く
り
施
策
の
具
体
化
へ
の
調
査
費

や
事
業
実
施
に
伴
う
調
整
と
、
職

員
給
与
の
改
正
に
伴
う
調
整
と
を

中
心
に
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
案
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
㈹
宇
治
市
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　
基
本
設
計
委
託
料
に
二
千
五
百

　
万
円
。

▽
黄
奘
公
園
再
整
備
実
施
設
計
委

　
託
料
に
千
九
百
万
円
。

▽
束
宇
治
中
学
校
の
仮
設
教
室
建

　
設
費
に
二
千
三
百
万
円

▽
宇
治
小
学
校
の
教
室
改
修
費
に

　
五
百
五
十
万
円
。

▽
基
本
健
康
診
査
委
託
料
の
追
加

　
に
七
百
五
十
七
万
五
千
円
。

12月補正

予算案
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消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
で
す
。

各
家
庭
で
は
暖
か
く
過
ご
尤
に

め
、
い
ろ
い
ろ
な
暖
房
器
具
を

ご
使
用
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
中
で
も
灯
油
を
使
用

す
る
暖
房
は
、
比
較
的
安
上
が

り
で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
石
油
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
と
が
よ
く
使

わ
れ
て
い
る
ぶ
つ
で
す
。
暖
房

器
具
に
限
ら
予
、
私
た
ち
の
生

活
は
石
油
と
切
り
離
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方

で
は
、
今
日
の
石
油
の
浪
費
が
、

経
済
や
環
境
問
題
に
多
く
の
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
切
り
絵
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
じ
っ
く
り
と
作
品
を
仕
上
げ
る

こ
と
で
、
根
気
が
育
ち
ま
す
。
ま

た
、
教
室
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
合
う
機
会
も

牛
鳶
笛
す
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
…
１
月
2
9
日
面
、
午
前
1
0

　
時
と
午
後
１
時
の
２
回

▽
と
こ
ろ
：
大
久
保
青
少
年
セ
ン

　
そ
こ
で
、
こ
の
冬
、
燃
料
費

の
節
約
と
環
境
汚
染
を
防
ぐ
た

②
湿
度
に
注
意

　
湿
度
が
低
い
と
、
同
じ
温
度

　
で
怒
号
感
じ
る
も
の
で
す
。

　
室
内
が
乾
燥
気
味
だ
と
肌
・

　
粘
膜
に
も
良
く
な
い
の
で
、

　
調
節
が
必
要
で
す
。

③
暖
気
を
逃
さ
な
い
工
夫
を

　
を
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

　
底
冷
え
す
る
京
都
で
、
暖
房

　
器
具
を
一
切
俵
ｙ
に
冬
を

　
過
ご
す
の
は
難
し
い
こ
と
で

　
し
ょ
う
。
け
れ
μ
も
、
い
つ

　
で
も
暖
房
に
守
ら
れ
て
い
て

冬
を
暖
か
く
過
ご
す
た
め
に

め
に
、
暖
房
の
工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

①
室
温
を
適
時
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
適
温
は
摂
氏
十
八
度
か
ら
二

　
十
度
と
言
わ
れ
ま
す
。
必
要

　
以
上
に
高
く
な
ら
な
い
ぷ
フ

　
時
々
温
度
計
を
確
か
め
ま
し

　
タ
ー

▽
対
象
…
小
学
校
５
年
生
以
上
の

　
市
内
在
住
者
。
親
子
歓
迎

▽
定
員
・
・
・
午
前
・
午
後
、
各
2
0
人

　
　
（
先
着
順
）

▽
指
導
・
：
山
城
町
立
上
狛
小
学
校

　
教
諭
・
下
浦
悦
子
さ
ん

▽
参
加
費
…
無
料

▽
申
し
込
み
：
大
久
保
青
少
年
セ

　
ン
タ
ー
ヘ
電
話
か
直
接
来
館
で

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

カ
ー
テ
ン
を
長
め
の
た
っ
ぷ
　
　
抵
抗
力
が
な
く
な
り

り
と
し
た
も
の
や
、
二
虫
の
・
　
…
…
…
…
…
…
…
…

も
の
に
し
毒
了
。
ま
た
、
窓

や
ド
ア
の
す
き
間
に
ス
ポ
ン

ジ
テ
ー
プ
か
貼
り
、
暖
か
い

害
君
逡
が
さ
な
い
よ
つ
に

し
毒
丁
。
た
だ
し
、
開
放
型
の

暖
房
器
具
は
こ
ま
め
に
換
気

大久保青少年センター…大久保町

平盛30－4

（電話(44)7447）

小倉公民館…小倉町寺内91

（電話22-

4687）

中央図書館…折居台１丁目1

（電話20-1511）

ｎ

　
子
育
て
女
性
ｇ
た
め
の
教
室

　
子
育
て
中
の
女
性
の
皆
さ
ん
／

子
育
て
が
終
わ
っ
て
み
れ
ば
何
の

生
き
が
い
も
な
く
、
残
っ
た
長
い

人
生
か
ど
う
過
ご
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
・
：
そ
ん
な
ふ
う
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
健
康
と
自
立
を
考

え
る
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

子育て女性のための教室の日程表

　
舎
望
吊
す
く
な
っ
て
は
い

　
ま
せ
ん
か
。
皮
膚
は
外
界
と

　
接
す
る
と
こ
ろ
。
こ
の
冬
、

　
鍛
え
て
、
本
来
の
抵
抗
力
を

　
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
体
の
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
暖
房
器
具
に
頼
る
だ
け
で
な

　
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

　
生
活
で
体
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
タ
蓄
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
さ
あ
、
今
年
は
去
年
よ
り
一

枚
薄
着
で
ス
タ
ー
ト
を
／
・

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
謬

女
性
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
ｙ

受
講
料
・
・
・
無
料
▼
保
育
・
：
２
歳
以

※時間はいずれも午前lO時-正午

中央図書館

児童書展示コーナー
「おはなしドンドコドン・昔話・民話がいっぱい」

日本と外国のお話が

そろっているよ

　みんなで来てね

2月26費（日）まで

上
の
幼
児
を
1
0
人
ま
で
。
お
や
つ

代
三
百
円
か
必
要
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
…
小
倉
公
民
館
へ
電

話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
い
き
い
き
健
康
講
座

　
健
康
生
活
に
関
心
を
お
持
ち
の

あ
な
た
の
た
め
の
、
総
合
的
な
健

康
講
座
で
す
。
ど
の
ぷ
フ
に
自
分

の
健
康
を
守
り
増
進
さ
せ
る
か
を

考
え
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
対

象
…
市
内
在
住
で
、
毎
回
参
加
で

き
る
人
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
小

倉
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館
１
　

　
（
保
健
予
防
課
・
小
倉
公
民
館
）

いきいき健康講座の日程表

日時 内　　容 講　師 その他

１月23日(月)

午前10時~正午

みつめよう心の健康

(心の健康とストレス)

京都府立医科大学

有賀やよいさん
開講式

１月30日(月)

午後i時半-時

成人病とその予防

(tf性病の成り立ち・がん)
宇治久世医師会
吉岡　亮平さん 血圧測定検　尿

２月６日月)

午前om-正午
生活の中に運動を
　　(実技を含めて)

大阪体育大学教授

細川　磐さん /
2月13日固）

午aw半-時
健康は丈夫な歯から
　(歯槽膿漏の予防)

宇治久世歯科医師会

保田　宗茂さん

身長･体重測定

みそ汁塩分測定

２月20日(月)

午前io時~正午

若さを保つ食事

　(長寿食の中味から)
市保健予防課栄養士/

２月27日(月)

午前10時-正午
明日の健康にむかつて

公民館･市保t予防課職員

食生活改書Ill員｢若葉の会J

グループワーク

減塩試食会

1
9
8
9
　
宇
治
市
成
人
式

1
月
1
5
日
　
文
化
会
館
で

▲記念のさざんかを受け取る新成人(去年の成人式で)

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
1
5
日
㈲
、
午

後
Ｌ
時
Ａ
時
（
開
場
は
午
後

ｏ
時
半
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
（
折
居
台
一
丁
目
）

▼
内
容
・
・
・
ｏ
式
典
○
記
念
講
演

＝
「
2
0
歳
過
ぎ
た
ら
み
な
同
じ
」

必
聴
／
・
青
春
ト
ー
ク
・
山
内
と

し
お
さ
ん
（
俳
優
）
ｏ
記
念
企
画

＝
豪
華
商
品
が
当
た
る
「
ク
イ

ズ
Ｄ
Ｅ
チ
ョ
イ
ス
」
▼
対
象
・
・
・

昭
和
4
3
年
４
月
２
日
～
4
4
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住

者
▼
問
い
合
わ
せ
…
社
会
教
育

課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

944

不用品情報センタ

ー

　
市
で
は
、
省
資
蓉
自
的
と

し
て
、
家
庭
で
い
ら
な
ぐ
な
っ

た
も
の
ぷ
ｍ
の
家
庭
で
有
効
に

利
用
し
て
も
φ
７
た
め
、
不
用

品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
商

工
観
光
課
消
費
牛
活
係
・
豊
⑩

3
1
4
1
）
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
受
け
付
け
は
二
月
二

十
八
日
ま
で
。
譲
り
た
い
も
の
、

欲
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
今
す

ぐ
登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
現
在
、

次
の
品
物
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉
・
：
フ
ァ
ン
シ
ー

ケ
ー
ス
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
セ

ミ
ダ
プ
ル
ベ
″
ド
、
鏡
台
、
パ

ン
ミ
キ
サ
ー
、
テ
レ
ビ
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
、
コ
ン
ポ
ス
テ
レ
オ
、

加
湿
器
、
冷
蔵
庫
、
ス
テ
レ
オ
、

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、
ガ
ス
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ

シ
ン
、
木
ら
チ
・
き
ね
、
電
動

ミ
シ
ン
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、
フ

ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
、
ゴ
ル
フ
セ
ッ

ト
、
婦
人
用
自
転
車
、
子
供
用

自
転
車
．
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
ベ

ビ
ー
バ
ス
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
．

歩
行
器
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ

ー
ス
ケ
ー
ル
、
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
、

カ
ー
シ
ー
ト
、
五
月
人
形
．
植

木
鉢
、
蚊
帳
、
ス
チ
ー
ル
書
庫
．

　
〈
譲
つ
て
ほ
し
い
〉
・
：
本
箱
、

2月28日まで開設

二
段
ぺ
″
ド
、
整
理
た
ん
す
、

下
駄
箱
、
口
″
カ
ー
、
カ
ラ
オ

ケ
セ
″
ト
、
電
子
レ
ン
ジ
、
小

型
冷
蔵
庫
、
ビ
デ
オ
デ
″
キ
、

干
『
子
レ
ン
ジ
、
ア
イ
ロ
ン
、
掃

除
機
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア

ノ
、
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、
ガ
ス
湯

沸
か
し
器
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
子
供

用
自
転
車
、
婦
人
用
自
転
車
、

ベ
ビ
ー
カ
よ
双
子
用
）
、
ブ
ラ

ン
コ
、
木
馬
、
ペ
ビ
ー
カ
ー
、

ベ
ビ
ー
ベ
″
ド
、
米
び
つ
、
編

み
機
、
学
習
い
す
、
ワ
ー
プ
ロ
、

水
槽
、
ろ
過
器
、
土
ア
ー
ポ
ン

プ
、
ボ
デ
ィ
ー
。

月日 内　　　　容 講　師

１月31日(刈
家族の食べ物を考えてみよう

一添加物と上手に付き合おう－
消費生活・家庭学
コンサルタント
　高橋　和子さん

2月7 a(火)薬の上手な使い方 学校m剤師　山本　明子さん

2月14日肉
心と体をのびのびと

　　　　(ョーガ実技)
ョーガ指導員
　柏原　征子さん

2月21日(火)差別のない社会を考えてみよう
小倉公民館館長

善法保育所所長

2月28日(火)
自立つてなんだろうＩ

　一子離れが上手にできる法－
枚方社会教育研究所
　由里洋子さん

3月7 aw
自立ってなんだろうII

－自立した家族関係を考える－

切り絵教

室

1月29日大久保青少年センタ－剽
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平
成
元
年
度
育
成
学
級
の
入
級

申
請
を
、
一
月
二
土
（
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

　
〈
申
し
込
み
が
で
き
る
人
〉

　
平
成
元
年
の
四
月
二
日
現
在
、

市
立
小
学
校
に
在
学
す
る
一
年
生

か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童
の
内
、

ほ
親
が
昼
間
、
外
で
仕
事
を
し
て

い
た
り
、
病
気
な
ど
で
放
課
後
児

童
だ
け
に
な
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
、
各
小
学
校
の
育

成
学
級
か
教
育
委
具
覆
会
教
育

課
で
お
渡
し
し
示
ず
。
申
請
に
は

に
親
の
勤
務
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。
詳
し
ぐ
は
「
入
級
の
手
続
き

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
〈
申
請
受
付
日
と
場
所
〉

Ｏ
１
月
2
6
日
田
＝
各
小
学
校
内
の

　
育
成
学
級
で
、
午
前
９
時
か
ら

　
正
午
ま
１

０
１
月
2
7
日
ｉ
-
2
8
日
出
＝
教
育▲みんなで楽しく、クリスマス会

　　(12月20日、木幡育成学級)

　
一
月
四
日
、
市
内
各
地
で

初
荷
風
景
が
見
身
笛
し
た
。

　
こ
の
茶
問
Ｍ
さ
ん
で
も
、

「
初
荷
」
の
の
ぽ
り
を
立
て
た

ト
ラ
ッ
ク
に
栄
治
茶
″
が

次
々
と
積
み
込
次
れ
、
全
国

に
宇
治
の
味
と
香
り
を
運
ん

で
行
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
社
会
教
育
課
で
、
午
前

　
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

　
な
お
、
現
在
入
級
し
て
い
る
児

鼠
で
、
引
き
続
季
ハ
級
公
圏
手

る
人
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

お
知
ら
せ

　
産
明
け
保
育
と
昼
間
里
截

　
申
し
込
み
受
け
付
け
中

　
産
休
明
け
保
育
と
、
市
が
認
定

し
た
里
親
が
家
庭
的
牽
分
囲
気
で

保
育
Ｍ
ｔ
■
ｒ
＾
昼
間
里
親
制
度
の
、

平
成
元
年
度
申
し
込
み
か
曼
け
付

け
中
で
す
。

　
▼
対
象
…
２
月
２
日
ま
で
に
出

生
届
け
が
出
さ
れ
た
６
ヵ
月
未
満

児
▼
甲
し
込
み
・
：
２
月
２
日
脚
の

午
後
５
時
ま
で
に
、
保
育
課
（
き

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
　
（
保
育
課
）

　
償
却
資
産
の
申
告

　
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
で

償
却
資
産
を
所
有
し
、
事
業
（
工

場
、
事
務
所
、
商
店
な
ど
）
の
用
に

供
し
て
い
る
人
は
、
所
定
の
申
告

を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て

い
康
Ｔ
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋

以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
の
ラ
ち
、

事
業
に
使
用
し
て
い
る
も
の
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）
が
、
法
人

税
ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ

る
所
得
の
計
算
上
、
損
金
や
必
要

経
費
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
性
格
の

も
の
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
ぷ
･
Ｍ
ｉ
も
の
が

償
却
資
産
と
な
り
乖
ｙ
。

　
○
構
築
物
・
・
ホ
業
所
内
の
舗
装

部
分
、
門
、
ネ
オ
ン
、
広
告
塔
な

ど
○
機
械
・
装
置
Ｏ
工
具
や
器
具

曾
？
・
計
算
機
、
複
写
機
、
い
ず
、

ロ
ッ
カ
ー
、
陳
列
ケ
ー
ス
な
ど
。

　
申
告
書
は
、
一
月
三
十
一
日
㈹

ま
で
に
、
資
産
税
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
記
入
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
資
産
税
課
（
豊
⑩
３
１
４

１
）
ま
で
、

さ
い
。

お
問
い
ふ
お
せ
く
だ

　
　
　
（
資
産
税
課
）

　
市
民
ス
キ
ー
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
５
日
面
▼
と
こ

ろ
・
・
・
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
▼
定
員
・
：

1
5
0
人
▼
対
象
・
・
・
市
民
か
市
内
に
勤

務
す
る
天
と
そ
の
家
族
▼
参
加
費

・
夫
人
１
一
千
八
百
円
、
小
学
生

以
下
＝
二
千
三
百
円
▼
貸
し
ス
キ

ー
：
大
人
１
千
八
百
円
、
中
学
生

１
千
五
百
円
、
小
学
生
以
下
１
千

四
百
円
▼
申
し
込
み
…
参
加
費
を

添
え
て
直
接
市
民
体
育
課
へ
▼
問

ｋ
Ｂ
せ
・
：
市
民
体
育
課
（
容
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
倣
正
し
ぐ
安
全
に
利
用
す

る
た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
＝
１
月
1
9
日
出
、
午
後

Ｌ
時
・
午
後
４
時
・
午
後
７
時
の

３
回
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
聚
体
育
館
▼

対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上
の
天
▼
定
員
・
・
・

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
千

円
（
顔
写
真
が
必
要
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
１
月
1
5
日
面
、
午
前
９
時
か
ら

直
接
黄
聚
体
育
館
（
豊
⑩
4
0
0

1
）
へ
。
　
（
宇
治
市
公
園
公
社
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

広
野
町
宮
谷

　
高
田
　
繭
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
2
・
1
2
・
2
2
①

　
市
民
か
る
た
大
会

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
9
日
㈲
、
午
前

９
時
半
受
け
付
け
開
始
▼
と
こ

ろ
・
：
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
．
Ｉ
セ
ン

タ
ー
（
登
⑩
7
5
1
0
）
▼
対
象

…
市
民
▼
資
格
・
：
Ａ
級
―
入
賞
経

験
者
、
Ｒ
級
＝
中
級
者
（
初
心
者
）
、

Ｃ
級
＝
小
学
生
（
低
学
年
）
▼
参
加

費
・
：
Ａ
･
　
ｍ
級
＝
五
百
円
、
Ｃ
級

＝
三
百
円
▼
申
し
込
み
…
当
日
直

接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
青
柳

五
一
克
（
Ｓ
⑩
0
5
2
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
▼
種
目
・
斥
け
付
け
・
対
象
・
：

錨
字
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
±

1
3
月
3
1
日
面
ま
で
、
1
8
歳
以
上

回
心
未
満
○
男
子
・
女
子
医
科
・

歯
科
幹
部
９
年
間
を
通
じ
て
、
医

師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者
Ｏ

女
子
看
護
（
陸
曹
Ｔ
年
間
を
通
じ

て
、
3
6
歳
未
満
の
免
許
取
得
者
。

　
入
隊
日
は
、
驀
符
け
期
間
に

よ
ひ
異
な
り
未
了
。

　
　
全
国
実
業
団
リ
ー
グ
女
子

　
　
　
　
　
　
　
宇
治
大
会
を
開
催

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
9
日
囲
、
午
　
一
般
自
由
席
）
＝
千
円
、
Ｂ
券

前
Ｈ
時
試
合
開
始
▼
と
こ
ろ
・
：
　
（
２
階
小
・
中
学
生
自
由
席
）
＝

黄
槃
体
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館
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黄
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石
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呉
4
0
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席
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千
五
百
円
、
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券
（
２
階
一

吊
民
体
育
課
）

　まゆこちゃんは､絵本が大好き。

おっとりした女の子に育ってね。

　この欄に掲載するお子さん（63

年１月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

　
毒
た
、
男
子
自
衛
隊
牛
徒
募
集

に
関
す
る
本
年
三
月
新
規
中
学
校

卒
業
予
定
者
の
営
け
付
け
に
つ
い

て
は
、
文
部
・
労
働
両
省
か
ら
示

さ
れ
た
期
日
以
降
実
施
し
禾
す
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
豊
＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
市
役
所

企
画
管
理
部
総
務
課
（
容
⑩
3
1

4
1
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へ
。
（
企
画
管
理
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総
務
課
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エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　
入
門
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習
会

　
▼
と
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困
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ら
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毎
週
木
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日
の
３
ヵ
月
間
。
午
前

1
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～
正
午
▼
と
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ろ
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宇
治
公

民
館
▼
費
用
…
三
千
円
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教
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費

含
む
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▼
申
し
込
み
・
・
・
中
村
Ｅ
出

男
さ
ん
（
豊
⑩
2
0
4
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）
か
、
開

講
日
に
会
場
へ
。
（
焚
薮
育
課
）

　
飼
え
な
く
な
っ
た

　
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
▼
と
き
・
・
・
毎
週
月
曜
日
、
午
前

９
時
～
1
0
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

保
健
所
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

’
‐
’
Ｊ
問
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―
｀
”
。
川
Ｅ
｀
『
。
ｌ
―
―
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書
い
て
同
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し
て
ぐ
だ
さ
い
▼

締
め
切
り
・
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１
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3
1
日
（
当
日

消
印
有
効
）
▼
送
付
先
・
・
・
〒

6
1
1

宇
治
琵
琶
嗣
宇
治
市
役
所
保

険
年
金
課
「
体
験
手
記
」
募
集

係
▼
賞
品
・
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１
等
１
５
万
円
旅

行
ク
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ポ
ン
券
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２
等
＝
３
万

円
旅
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ポ
ン
券
、
３
等
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２
万
円
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
▼
選

考
発
表
…
「
市
政
だ
よ
り
」
紙
上

で
。

　
な
お
、
む
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
著
作
権
は
市
に
帰
属
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市
国
体
事
務
局
は
、
宇
治
折
居

　
（
太
陽
が
丘
北
入
口
前
）
か
ら
沢

の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
〈
新
し
い
国
体
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宇
治
市
役
所
第
１
プ
レ
ハ
ブ
庁

舎
２
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育
成
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1
月
2
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日
か
ら
受
け
付
け

　
昨
年
十
二
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十
三
日
に
開
催
｛

さ
れ
た
第
十
八
回
宇
治
市
農
業
｛

委
員
会
定
例
総
会
で
、
次
の
と
。

お
り
新
役
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が
決
ま
り
ま
し
た
。

″

任
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、
昭
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十
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↑
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か
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平
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＋
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ｐ
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’
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￥

国
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事

務
局
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転
し

ま
し
た

　宇治市農業委員会

　　新役員決まる

20歳になったら国民年金

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン

　
健
康
づ
く
り
体
験
手
記

　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

　
日
本
は
世
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二
の
長
寿
国
。

長
い
人
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に
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、
い
ろ
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ろ
な

事
が
あ
り
ま
す
。
病
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や
事
故

あ
る
い
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老
後
の
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活
に
備
活

て
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
の
が

国
民
年
金
で
す
。
二
十
歳
に
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っ
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国
民
年
金
－
お
な
か

む
忘
れ
ず
に
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入
手
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き
を
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て
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所
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民
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第833号 宇　1台　m j攻　だ　よ　り 1989年（平成元年）1月11日発行（4）

　　(3職員給与費の内訳

(昭和63年度普通会計当初予算より)

職員１人当たり

　　年間給与費は551万円

③退職手当の状況

(2)当初予算額に占める人件費の割合

　(HS和63年度普通会計当初予算より)

3｡職ii給与費は、‥般職(特別職を除く）

　の職員にかかる金額（退職手当、共済費

　は除く）です。

区　　　　分
本　　　　　市 国

自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

63年４月１日

現在の支給率

勤続20年 22.6月分 35.325月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.7月分 49.77月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 51.25月分 70.38月分 47.5月分 62.7　月分

最高限度額 64.6月分 70.38月分 60.0月分 62.7　月分

その他の加算措置 制　度　な　し 定年前早期退職特例措置
　　　　　　　（2％~20％加算）

退職時特別昇給 原則1号給 １　　号　俸

１人当たり平均支給額
自己都合　387万円(平均勤続年数13年)

特退･定年2,494万円(平均勤続年数32年)
-

※1．本市の持退とは特別希望ifl職のことであ'),年齢50;S以上の職員を対象とする退職制度です。

　2. 1人当たり平均支給額は、62年度に退職した全職種に係る職員に支給されな平均額です｡なお、

　　国の平均支給額は公表されていません。

　3.本市の退職手当の支給率は、国と同に支綸率とするため年度ごとに段階的な引き下げを行う措

　　置を図っています。この措置によ'). 最鳥支給額を例にとりますと、t｀成2年4;ii日には､62.7)1

　　分となります。

④時間外勤務手当の支給状況

区　　　分 62年度決算額 61　年　度

支　給　総　額 317,258千円 301,908千円

職貝1人当たり支給月額 19,256円(年額231,070円) 18,351円(年額220,210円)

⑤特殊勤務手当の支給状況

区　　　　分 全　　職　　種

職員全体に占める
手当支給職貝の割合

42.5％

支　給　対　象　職　貝
１人当たり平均支給月額 8,484円（年額101,812円）

手当の種類（手当数） 19　種

代表的な

手当の名称

支給額の多い手当 消防職貝手当、ごみ収集作業手当
屋外における直接労務手当

多くの職員に
支給されている手当

技術職員手当、消防職員手当
ごみ収集作業手当

⑥扶養･住居･通勤手当の支給内容及び国の制度との相違点

区　分 内　　　　容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当

配偶者　　　　　　　15,000円
配偶者以外の扶養親族　　　4,500円

　(子、その他)配偶者のない職員の扶養親族１人目
　　　　　　　　　　　　10,000円

異なる

配偶者以外の扶養親族のうち３
人目以上

　本市4,500円　　国1,000円

住居手当

借家・借間最高支給限度額18,000円

自己所有家屋取得５年未満　2,500円

　　　　　　　取得５年以上　1,000円

異なる

住居手当が支給されない借家・
借間の家賃額

本市3,000円以下国11,000円以下

通勤手当

全額保障限度額　　　　　26,000円

全額保障限度額を超える場合は

超える額の％を加算

異なる

本市　交通用具利用者も交通機
　　　関利用者に準じて支給

最高支給限度額　国26,000円

本市　26,000円を超える額は垢
　　　を加算する

(9)ラスパイレス指数の状況

晏 56 57 58 59 60 61 62 63

指数
120.6117.1116.7115.1113.9110.7108.7

107.3

(試算)

(10)特別職の報酬等の状況

や金飢は、いずれも月額です

※1 　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職H構成

か、国と同一であると仮定した場合に、国の綸料

額を100として求められる数値です。

　63年度の数値は､･本市が独自で試算したもので

す。

区　分 給料月額等

期末･ 勤勉

手　　当

区　　　　分 期末 勤勉

市　長

助　役
収入役

62年度

支給割合

６月期 1.4月分0.5月分

給料

市　長 800,000円
12月期1.9月分0.6月分

助　役 660,000円
３月期 0.5月分 -

収入役 580,000円 計 3.8月分I.I月分

報酬

議　長 480,000円
議　長
副議長

議　貝

62年度

支給割合

６月期 1.4月分 -

12月期1.9月分 -
副議長 440,000円

３月期 0.5月分 -

議　貝 400,000円 計 3.8月分 -

※　Tti長等三役及び市議会議貝の綸料月額mi.市長か特別職報酬等審議会に諮問し、同審議会から

　出される答申を基に議会の議決を経て改定されます。

(1)決算額に占める人件費の割合

昭和i年度普通会計決算より)

※1.その他の人ft-費には、共済費、退職手町。

　　特別≪ （.l/li・議以など）に支払った給

　　料、報酬などが含まれています。

　2.市がwit)する臨時職八の賃金は、人件費

　　には含まれていません。

(4)職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　分
一　般　行　政職 技能労　務　職

平均給料月頷平均給与月額平均年齢 平均給料月額平均給与月額平均年齢

本　市 255,771円 333,274円 38.l歳 267,841円 330,754円 44.8歳

国 240,510円 39.5歳 220,720円 47,7歳

・1.’綸料ill。いわ'iる本給{基本給)であ'), 給与とは、本給と諸手当の合計額です。諸手当に

　　は扶養手当、(i居手当、通勤手当、調整手当.時間外勤務手当、特殊勤務手当、管理職手当など

　　が含まれています。

　2.国の-般行政職は、行政職俸給表(一）、技能労務職は、行政職俸給表（二）の適用職貝です

　　国の平均綸与月額li公表されていません。

(5)職員の初任給の状況

区　　　分
大　　学　　卒 高　　校　　卒

初任給 採用２年経過日の給料月額初任給 採用２年経過日の給料月額

一般行政職
本　市 123,600円 137,300円 105,900円 113,600円

国 117,900円 130,100円 99,500円 105,900円

ｌ　初任給及び採用２年tf.is日とも。本市の給料月tは国よ') も大学卒で１号給、高校卒で2号給高

　い4r額となっています。

(6)市職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 215,100円 255,500円 309,300円

高校卒 180,000円 222,800円 264,100円

※　経験年数とli.卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採mmの年数をいいます。

(7)一般行政職の級別職員数の状況

区　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 8級 ９級 計

標準的な職務内容 主　事　等
係長
主査
主任
主幹
課長

室長
部長
次長
参事
／

職　　貝　　数 ７人 38人 51人 167人193人 122人 26人 62人 23人 689人

構　　成　　比 1.0％5.5％ 7.4％2i2％28.0％17.7％3.8％9.0％ 3.4％100％

参　考
１年前の構成比 0.4％5.6％ 6.9％Zl.2.%27.0％17.9％4.7％7.1％ 3.1％100％

５年前の構成比 0.4％5.9％9.9％39.6％- 31.6％- 9.8％ 2.8％100％
※1 　本市の給与条例に基づく給料表の級の区分による職貝数です。60年７月から宇治市職貝の給料

表を国の行e職俸給表（一）の再編に準じて、７等級制から９級制に改めています。また、62年

4 月1日から主事等の6級ワタリを廃止し、主事等は5 級までとしています。

　標準的な恥務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（8）職員手当の状況
①期末・勤勉手当の支給割合

区　　　　分
本　　　　市 国

期　　末 勤　勉 期　末 勤　勉

62年度

支給割合

６月期 1.4月分 0.5月分 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分 - 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分 3.8月分 1.1月分

②調整手当の支給状況

支給対象地域 宇治市内全域

支給対象職貝 全職貝（1,389人）

支　給　率． ８　　％

　　　国　の　制　度(宇治市内の官署の支給率) 　　　　　　　　　３　　％ただし、官署指定により、10％支給官署あり

支給対象職Ml人当たり平均支給月額　　　(62年度決算額） 　　21,883円(年額262,593円)

今l.調整手当とは、物価などの水準が特に高い地t≪に勤務している職貝に支袷される手当です。民

　　間の地域差手当（都市手当等）に相当するものです、

　2. 国では、大郁rti及びその近郊の官署に勤務する職狐･こ支給されています。大都市の支給率の一

　　例を示しますと、東京都の特別区、横浜市、川崎市√名古屋市、京都市。大阪市、神戸市は10％

　　となっています。
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市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
職
員

の
給
与
は
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
た
給
与
決
定
の
原

則
に
よ
り
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
に
紹
介
す
る
給
与
の
状
況
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一

日
現
在
（
昭
和
六
十
三
年
度
給
与
改
定
前
）
の
も
の
で
、
税

金
や
各
種
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。
実
際

の
手
取
り
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
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